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φ筑波では街路樹のこぶしの花が咲いて,春が近

いことを知らせています.皆さんの所はどうです

か.

ψところで､､今の日本は早急に解決しなければなら

ないことが多くあり,新聞紙上もにぎやかです.コ

ンクリｰト用に使う砂の安定供給の問題が環境問

題と資源開発の接点で瀬戸内海地域で大揺れに

揺れています.これらの砂は近畿地方より以東で

は沖積層や洪積層から採取されていますが,これ

らの地層の発達が狭小な西日本地域では海の砂に

依存せざるをえなく,長い間,海底を掘り続けてき

うみずな

ました.海砂の供給量は年当たり約3,500万m3で,

世界の海底鉱物資源の採取量の約80%にあたりま

す.これらの砂は交通網,建物など社会基盤の整

備に使用されてきました.コンクリｰト構造物が劣

化することを考えれば,今後も大量の砂が必要で

しょう.砂資源を今後どのように確保していくかが

重要な課題で,このためには,地質情報は不可欠

な判断基準となります.地質学的に代替資源が存

在しないのに,海砂の採取を全面禁止したとした

ら,単に社会的混乱を作り出すだけに終わります.

瀬戸内海地域では環境と調和した海砂採取を模索

するのが適当ではないかと愚考しています.

φさて,地質調査所では組織の改組があり,地震

地質部が発足しました.今回の特集記事は｢地震

地質部の発足と今後の地震研究｣と題して行われ

た講演会の内容を紹介したものです.経緯･新体

制について,および地震関連のいろいろな研究の

現況と展望について紹介されています.これらの

記事の中で,島崎氏の｢地震との共存刺二会の実現

に向けて｣は地震のみならず地学教育の重要性な

どについて,平易な文章で大事なことが解りやすく

紹介されておりますので,是非ご一読下さい.

ψ機械技術研究所で地震予知の研究をしている榎

本氏から前兆現象としての地震発光についての記

事を寄せていただきました.地質屋には思いつか

ない発想がもしれませ'ん.

φ七山氏と吉井氏の記事は堆積物と鉱物資源情

報に関する研究方法を紹介したものです.これら

の記事は地学教育の普及に役立つと思いますの

で,皆さんが工夫された新しい実験方法がありまし

たら,是非,ご紹介ください.(有田正史)
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